
17 

３．SWY という多文化環境を最大限に活用するために 
 

本報告書は Intercultural Development Continuum(IDC)を説明したのちに、IDC に基づいて開発された、IDI を使

用して SWY29 の出航前と帰国後の異文化感受性の発達の調査結果を述べてきた。最後の章ではまとめとして、なぜ世界

船に異文化感受性の発達が大切なのか、世界船の特色をより生かすための提案を行いたい。 

 

3-1 なぜ本事業に異文化感受性の発達が大切なのか 

世界船には実に多様な若者が参加する。国籍、民族、宗教、母国での社会的地位、社会階級、言語、学歴、職歴、ボラン

ティア経験、身体能力、多彩な趣味興味、そして異なった価値観、及び価値観の違う人たちとの深い交流や仕事の経験の有

無、等々。これらの多様性なカテゴリーの中で共通の価値観があれば、それぞれのカテゴリーは一つの「文化」と言って良い。例

えば「ボランティア経験のある人」と「ない人」、「学生」と「社会人」と「その他」などなど、「我々」対「彼ら」という意識はあっという

間にできる。異文化感受性の発達は、「我々」対「彼ら」という構図がそれほど単純なものではない、という気付きをはぐくみ、

「彼ら」の中の「私にもある」要素、そして「我々」の中にある「私とは違う」要素を見つける。さらには「彼ら」の考えに立った視点

(「私ならそうは考えない」のではなく、「あなたは私ではないので、きっと違うように考えるのだろう」)を持つことが可能である、とい

つも思えるようになる。異文化感受性の発達は認知的複雑性の発達(development of cognitive complexity)が基本

なのである。 

 この発達は、以下のような形で現れる：様々なことに関する知的好奇心を持ちながら相手をリスペクトして行うコミュ

ニケーション能力。時と場合によっては自分のやり方は必ずしも「正しい」のではないが、それでもセルフエフィカシーは持つことがで

きる、強くしなやかな心。相手の視点からも考えることができるので、「違いの懸け橋」ともなれる文化的汎用性。「現代のグロー

バルな人」はこのような特性を持つ地球市民である、と教えてくれるのが、異文化感受性の発達である。そして、「グローバルな

人」と「ローカルな人」で大切なことは同じであることもわかる 2。言語が違うときこそあれ、前述の特性は国内外に共通して、誰

に対しても大切なものなのである。また、「異文化」という考え方は「多様性」に置き換えることができる。「文化」や「国」の要素

は人の価値観に大きな影響を与える重大な要素ではあるが、「多様性」のうちの一つの要素である。異文化感受性の発達は、

多様性に対する感受性の発達と言い換えることもできるだろう。 

 また、世界船の経験は「多様性」をどのように紡いでいったのか、という「リーダー」の経験と等しい、と認識させることも

できる。Integrity をもって自分のやり方をやり方の異なった人たちにどのように説明するのか（時には説得も必要かもしれな

い）。共通のゴールを見出すために提案される様々なアプローチの理解と決定、行動。そして自分とは異なった要素(多様な

                                                   
2 同様のことを平成 25年の第 2回検討会の際に元国連事務総長の明石さんが発言なさっていたことを議事概要で読みました。 
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要素)をどのよう活用するのか、どうやって育てていくのか、のための多様な方策。すべからく、リーダーの資質である。これらはすべ

て多様性に対する認知複雑性の発達が基本となる。自分を知り、他者を知り、グループを紡ぐ。これは Emotional 

Intelligence で説明される多様性の中のリーダーシップの基本である 3。 

 このような多様性に対する認知複雑性、あるいは異文化感受性は自然に発達するわけではない。例えば動物であ

れば（あるいはヒトも）同種、同族で固まり、自分のグループの利益のみを追求する(動物であれば、異種はすべからく敵とみ

なす)のが普通である。気の合ったもの同士で集まる、自分のやり方を認めてくれる人のみで仕事をすることはたやすい。まさに、

Minimizationは自然の摂理なのだろう。しかし自然状態でMinimizationを強めるのは、友達を作るのが目的の国際交流

ならばまだしも、この事業の目的ではないはずだ。 

 また、異文化の感受性、および多様性に対する認知的複雑性を高めるためには、日本では当たり前であって、「な

ぜ」や「何のため」を言語化せずにきたことをすべて言語化するトレーニングが必要である。これができるようになると異文化コミュ

ニケーション能力も発達し、多角的な見方ができるようになるのである。つまり、Minimization を打ち破るには、トレーニングが

必要なのである。日本人青年に行った出航前トレーニングのような内容をより掘り下げた形で行われるようなワークショップが 9

月の研修中から行われるべきである。また同様のワークショップのみならず、基本的な意識形成を行うワークショップが日本人青

年に対してのみならず、外国人青年に対しても必要である 4。SWY29 の日本人青年で帰国後の DO値が大きく減少した若

者は、キャビンメイトとその友人に電動髭剃りを貸してほしいと請われたが、筆者から「DNAの交換をしないように。歯ブラシや髭

剃りは共有しないこと」と言われていたばかりに「貸せない」断った結果、「ケチ」扱いされて二人から非難された。彼はなぜ貸せな

いのかを説明できなかった。「彼らが病気を持っていると思っている」、と誤解されたくなかったらしい。これは彼にとっては大きなネ

ガティブな経験である。Hygiene に関することは共通認識として日本人青年のみならず、全員に伝わっているべきである。この

ようなことは NL 会議の時に事前に仕込んでおくこともできるし、出航前や船の中での共同のワークショップで行うことも可能であ

ろう。また、「NL が必ず行う、異文化の感受性、および多様性に対する認知的複雑性を高めるためのワークショップ」というのが

あってもいいかもしれない。NL 会議の時に NL が受講して、船の中では彼らがファシリテーターとして参加者に対して行うのであ

る。 

 昔、世界の若者との出会いが珍しかった時代であれば、とりあえず、多様な環境に全員をどさっと入れて、何が起こる

かを期待してみてみよう、ということもあったかもしれないが、今はすでにそのような時代ではない。Minimization からの脱出、そ

                                                   
3 Connerley ら (2005). Leadership in a diverse and multicultural environment などが参考になる。 
4 この中には、たとえば、インフルエンザに対する各国の意識を統一するために、「私は必ずインフルエンザの予防接種をします」「具合が悪くなったら、うそをつか
ずにすぐに報告します」「これが守られない場合は、下船させられても文句をいいません」というような念書にサインさせたりなど、日本がインフルエンザをどれくらい
深刻に考えているかを個人に理解してもらう必要がある。外国人青年、あるいは、国によっては、インフルエンザをタダの風邪だと思っている場合もあり、日本政
府の対応はジョークだと思っている場合があるーSWY25の筆者の経験より 
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して DO 値のばらつき(標準偏差値の大きさ)、特に DO 値を大きく下げた参加者の数を減らすには、教育的介入

(educational intervention) あるいは、方向性を持ったトレーニング (guided training)が必要な時期に来ているといえ

よう。 
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